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英国文化論考 :『チャタリー 夫人の恋人』に
描かれたロレンスの故郷での場合
武田 光史
要 約
世界に先駆けて産業革命を為し遂げ七つの海を支配した英国の近代機械 ･産業文明の発展とは反比例
するかのように破壊され消滅していく自然の森林と田園｡それはかつて英国の中部一帯に広がっていた
ロビン･フッドの活躍したシャーウッドの森とて例外ではないO
そこで現在わずかに残存しているその森の一部を含めてロレンス自身が ｢わが心のふるさと｣と呼ん
だ生まれ故郷イーストウッドが,彼の最後の小説 『チャタ)-夫人の恋人』の中にどのように採り入れ
られ,どのように描写されているかを考察することにより,英国文化の偉大なる伝統が如何なるもので
あるかのその一端なりを論じてみる｡
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Ⅰ
処女作 『白孔雀』(1911)から自伝的要素の特に強い 『恋人のような息子たち』(1913)を初めとして
ミッドランズ
ロレンスの作品には,イングランド中部地方,さらにその中心部に位置するロレンスが生まれてから小
学校教師となってロンドン南郊のクロイドン-と赴くまでの21年間を過ごした故郷イーストウッドとそ
の周辺の地が,色濃く反映されているoその中でもとりわけ最後の小説『チャタリー 夫人の恋人』(1928)
においては,
MoreperhapsthananyotherofLawrence'sworks,LadyChaiterley'SLoverpresents
problemstothereaderattemptingtoidentifyoriginalsoftheplacesitdescribesintheEnglish
Midlands‥..1)
と説明されているように,ロレンスの故郷の地がこの作品の中でどのように描き出されているかを順を
迫って辿りながら考えることにより,英国文化の伝統が何であるかを論じてみたい｡
ロレンスの生まれ故郷イーストウッドについては,
Iwasbornnearlyforty-fouryearsago,inEastwood,aminingvilageofsomethreet
housandsouls,abouteightmilesfromNottingham,… Tomeitseemed,andstilseems,an
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extremelybeautifulcountryside,justbetweentheredsandstoneandtheoak-treesofNottingh-
am,andthecoldlimestone,theash-trees,thestonefencesofDerbyshire.Tome,asachildand
ayoungman,itwasstiltheoldEnglandoftheforestandagriculturalpast;therewereno
motoトCarS,themineswere,inasense,anaccidentinthelandscape,andRobinHoodandhis
merrymenwerenotveryfaraway2).
と死の前年の1929年に懐かしく思い出しながら語っているように,南東部の州都ノッティンガムから路
線バスに乗って40分余 り,北からだとマンスフィールドから50分足らずで,また同じ路線バスで南西部
のダービーからでも1時間余りという所に位置しているO市場,図書館,郵便局,銀行などを中心にし
た街並がほぼ東西に走っている小高い尾根に沿ってわずか300メー トルほどの長さで続いている小さな
町である｡ノッティンガム ･ロー ドというその街路の南面はなだらかに傾斜してから広々とした平野が
広がっているという何処にでも見られるごくありふれたイングランドの地形であるが,しかしその北面
はイングランドにしてはかなり急勾配に傾斜してから谷となり,貯水湖からの水がほぼ東から西に向か
って小川となって流れており,その北側はゆるやかを斜面をなして牧草地が広がっている｡右方にはロ
ビン･フッドの伝説で知られるシャーウッドの森の続きであった-イ ･パーク･ウッドの森が残存して
おり,左方には手前にSAFEWAYの大きな看板のスーパー ･マーケットが出来て自然の景観も破壊さ
れてはいるが,なだらかに波打って広がる丘の間に間にクリッチとアンダーウッドの村々を眺望するこ
とが出来,実にのどかで心の洗われる思いがして何度見ても厭きることのない眺めなのである｡
1926年9月に妹エイダの住むリプリ-から生誕の地イーストウッド-と最後となった帰郷をしてから,
イタ1)-のフィレンツェ近 くのヴィラ･ミレンダで 『チャタリー 夫人の恋人』の初稿 TheF2'rstLady
Chaterleyの執筆にとりかかっていたロレンスは,後の希求したラーナ-エムの理想郷に共鳴して実際
に農場を経営してそのユー トピアの実践をも試みていた友人宛の書簡の中でもまた,
."gotoEastwood,whereIwasborn,andlivedformyfirst21years.GotoWalkerSt-
andstandinfrontofthethirdhouse-andlookacrossatCrichontheleft,Underwoodinfront
-HighParkWoodsandAnnesleyontheright:Ilivedinthathousefromtheageof6to18,
andIknowthatviewbetterthananyintheworld‥..That'sthecountryofmyheart3).
と語っているように,幼い時より肺を病んですでに体力も衰えていたロレンスにとって,二度と訪れる
ことのないであろう故郷が強く脳裏に刻み込まれていたのである｡イギリス産業革命の象徴でもあった
ロレンス当時のムーアグ)-ン炭坑も父親アーサーの働いていたプリンズリー 炭坑も高校 ･大学とロレ
ンスがノッティンガムまで通った谷沿いの鉄道もすでに姿を消し,さらにノッティンガムからイースト
ウッドを経由して妹エイダの住んでいたリブ リー まで通じていたダブルデッキの路面電車も今では乗合
いバスに取って代わってはいるが,まさにロレンスにとっては ｢世界中のどんな眺めよりもよく知って
いる眺め｣であり,｢わが心のふるさと｣と叫んだイーストウッドとその周辺の地が,『チャタリー 夫人
の恋人』の中に採り入れられることによりどのような効果を発揮しているかをも考察してみたい｡
I
CoNNIEandCliffordcamehometoWragbyintheautumnof1920.… Wragbywasalong
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lowoldhouseinbrownstone,begunaboutthemiddleoftheeighteenthcentury,andaddedon
to,tilitwasawarrenofaplacewithoutmuchdistinction.Itstoodonaneminenceinarather
fineoldparkofoaktrees,butalas,onecouldseeintheneardistancethechimneyofTevershal
pit,Withitscloudsofsteamandsmoke,andonthedamp,hazydistanceofthehiltheraw
straggleofTevershalvilage,avilagewhichbeganalmostattheparkgates,andtrailedin
utterhopelessuglinessforalongandgruesomemile:houses,rowsofwretched,smal,
begrimed,brickhouses,withblackslateroofsforlids,sharpanglesandwilful,blank
dreariness4).
やかた
第二章の書き出しでのこの描写は,ラグビー館 (実際にはラム･タロウス･-ウス)に視点を置いて
テヴァ-シャル炭坑 (当時のムーアグリー ン炭坑であるが,現在では同じ場所にコンピューター関連の
会社が出来ている)からテヴァ-シャル村5)を眺めたものである｡この描写は地形的にも距離的にも現実
の光景とほとんど同一であり,であるからこそ良くも悪しくも過ぎ去りし時代-の郷愁の思いをより強
く湧き立たせてくれるのである｡と同時に44歳での死を目前にしてロレンスが描き出したこの虚構世界
-の愛着をより一層暮らせ,想像力と夢をもより大きく膨らませてくれるのである｡
このテヴァ-シャル (いやイーストウッド)の様子については簡単にではあるが作品の中で繰り返し
て,"…thelongsqualidstraggleofTevershal,theblackenedbrickdwelings,theblackslateroofs
glisteningtheirsharpedges,themudblackwithcoal-dust,thepavementswetandblack.Itwasas
ifdismalnesshadsoakedthroughandthrougheverything.Theutternegationofnaturalbeauty,the
utternegationofthegladnessoflife,…"(p.158)とか "…theshalowvaleyatthemine,andbeyond
it,theblack-1iddedhousesofTevershalcrawinglikesomeserpentupthehil."(p.187)と記述され
ており,さらにまたコニーをして "Wh yisTevershalsougly,sohideous?Wh yaretheirlivesso
hopeless?"(p.189)とまで語らせている｡ロレンスの生まれ故郷に対する印象は ｢家並は炭塵で黒く汚
れて--･丘の斜面に蛇のように這いつくばっており--住民には希望もなく｣などと,明るいイメージ
では決っしてない｡しかも"TheindustrialEnglandblotsouttheagriculturalEngland.Onemeaning
blotsoutanother.ThenewEnglandblotsouttheoldEngland‥‥Fritchleywasgone,Eastwoodwas
gone,Shipleywasgoing:…"(p.163)とまで書かれているように,古い農業のイングランドは新しい
工業のイングランドに取って代わり,実在のイーストウッドもこの地上からすでに消し去られてしまっ
ているのである｡
飲んだくれて粗暴ですでに七歳にして炭坑夫となっていた父親アーサーと敬慶なメソディストの信徒
で見習い教師の経験もありダービシャー方言でなど決して話そうとしなかった母親リディアとの間での,
しかも幼いバー ト(ロレンスの呼称)の目の前で繰り広げられるののしりといさかいといがみ合い6)｡生
まれてから21歳までを4ヶ所も住居を変えながら過ごしたイーストウッドでの特に助かった日々 への思
いは,懐かしさが募れば募るほど逆により一層惨めで暗いものとならざるをえず,決して明るいもので
なかったのも当然であるoLかも1926年 9月に最後となった生まれ故郷を訪れた時には炭坑労働者たち
はストライキ中であり,女も子供もその他家族の者たちは飲まず食わずの悲惨な生活状態であったこと
をも考えるならば7),ロレンスの描くイーストウッドのイメージはどうしても暗くで惨めで沈んだもの
とならざるをえなかった｡
と同時にこの故郷の村の描写に現実性を持たせてより生き生きとしたものとするために,"…the
Welington,theNelson,theThreeTuns,andtheSun,…theMiners'Arms,…"(p.159)という記述
に見られるように架空の名と実在の名とを並記するという手法をも用いている｡これらのうちのthe
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ThreeTuns(三大樽)はロレンスが6歳から18歳までを過ごした最も見晴らしの良いウォーカー･スト
7ラット
リー トの住居からちょうど南のすぐ裏手にあり,結婚してからは酒を断つと約束したはずの父親アーサ
ーがほとんど毎日のように入りびたっていたパブである8)｡さらにtheSun(太陽)については "…that
caleditselfaninn,notapub,andwherethecommercialtravelersstayed,…"(p.159)とユーモア
をも込めて記述されているが,この地域では現在でも唯一の宿泊施設となっているのである9)O
そしていよいよロレンスはコニーの心に託しての愛着と憎悪の入りまじったアンビヴァレントで複雑
な思いの丈でもって,古き良き時代への哀惜の念をも込めて,自らの寿命もあと幾許りもないことを悟
りつつ,ふるさとを,イングランドを,精根の限りを尽 くして謳い上げる｡
Tevershal! ThatwasTevershal!
MerrieEngland! Shakespeare'sEngland!
No,buttheEnglandoftoday,asConniehadrealizedsinceshehadcometoliveinitlO).
シェークスピアの活躍していた古き良き時代という偉大なる英国文化の伝統の残る中部イングランド,
それはロレンスにとってもまさしく t`heheartofEngland'なのであった｡
工業化され産業化された近代文明の象徴であり,硫黄の臭いがただよって煤煙におおわれた現実のテ
ヴァ-シャル (いやイーストウッド)が暗と俗との世界とすれば,それとは対照をなす明と純との世界
として,現代のアダムとイヴとの出会いの場となり従って現代のエデンの園1)とも呼びうる森の世界を
ロレンスはさらに描き出す｡
…Acrosstheparkranapathtothewood-gate,afineribbonofpink‥‥Infrontlaythe
wood,thehazelthicketnearest,thepurplishdensityofoaksbeyond.Fromthewood'sedge
rabbitsbobbedandnibbled‥.
Connieopenedthewood-gate,andCliffordpuffedslowlythroughintothebroadridingthat
ranupaninclinebetweentheclean-whippedthicketsofthehazel.Thewoodwasaremnant
ofthegreatforestwhereRobinHoodhunted,andthisridingwasanold,Oldthoroughfare
comingacrosscountry.Butnow,ofcourse,itwasonlyaridingthroughtheprivatewood.The
roadfromMansfieldswervedroundtothenorth12).
この文章は第5章の初めで, 2月の薄陽のさす霜の降りた寒い朝にクリフォー ドとコニーが羊の放たれ
ている農園を通って森の中へと散歩に出掛ける場面の一部である｡『チャタリー 夫人の恋人』という作品
世界を通してロレンスの故郷という現実世界-の想像力をいやが上にも掻き立ててくれるのである｡
南のイーストウッド方面からすると,ムーアグリー ン炭坑跡を過ぎてからゆるやかな上り道を1キロ
ほど行くと広い車道に出会し,その道を左にとってさらに1キロほど進むと-イ･パーク･ウッドの南
ヂイム･キー /t-
入口に至る｡すぐそばにレンガ造りで高い煙突のある中2階のコッテジがあり,ロレンスが猟園番メラ
す まい
ーズの住居を記述した時のモデルとも考えられうる13)｡さらにすぐ左手に井堰があり,北に向かって細長
く奥の方まで湖が広がっている｡なおこれがMoorgreenResavoirであるが,森の存在を最大限に生か
すためにであろう,このムーアグリー ン貯水湖は 『チャタ)-夫人の恋人』に於てはロレンスの脳裏か
ら完全に消し去られてしまっている14)0
ロビン･フッドの活躍した時代のシャーウッドの森つまり中部イングランドいやイングランド全体を
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も被っていた大古よりの大森林が切り倒され破壊し尽されてほとんど消滅してしまっての名残りのほん
の一部の森15)の中-とモーター付きの車椅子に乗ったクリフォー ドにつき添って散歩にと出掛けたコニ
ーは,そこで猟園番メラーズとの初めての出会いをなしてわずかながら言葉をも交わす 二 B`utyou've
beenheresometime,haven'tyou?""Eightmonths,Madam...yourLadyship!"(pp.49150)
クリフォー ドとのまるで生殺しのような生活に心身ともに衰弱しきっており,その後も度々森の中-
と出掛けるようになっていたコニーにとって,"Thewoodwasheronerefuge,hersanctuary."(p.
22)であり,虚飾と偽善の館ラグビー･ホールから逃げ出すことの出来る唯一の場所であった｡そして春
も近い三月になっての風の強いある日,コニーに代わってクリフォー ドの身の回りの世話をしてくれる
ようになっていた元看護婦で炭坑で夫を亡くしている未亡人のボウルトン婦人から,"Nowwhydon't
yougoforawalkthroughthewood,andlookatthedaffsbehindthekeeper'scottage?They're
也eprettiestsightyou'dseeinaday'smarch.Andyoucouldputsomeinyourroom;wilddaffs
arealwayssocheerfuHooking,aren'tthey?'(p.88)と言って勧められる｡コニーが一人だけで森の
中-と入って行 くと風も弱くなって,-シバミの茂みの下には春の太陽の光を受けてクサノオが金色に
輝いており,アネモネが淡い青色をなして一面に咲き染め,道のそばにはサクラソウがちらほらと黄色
い菅をほころばせようとしていたOコニーはやがて森の外れの空き地に出てから,純粋な生命の象徴と
しての野生の水仙を眺めるために,狩園番の住む石造りの家の裏手の方へと廻って行った｡
｢ダフを見にいらっしゃいませよ｣と言ってくれたボウルトン夫人の言葉を切っ掛けにして,またク
リフォー ドに対してはそれを口実にすることも出来,コニーは翌日の午後もまた s`omeofthemystery
ofwildoldEngland'(p.46)のなおも漂っている森の中-と出掛けて行くoLかし今度は猟園番の住居
の裏手-水仙を見にではなく,ジョンの井戸16)と呼ばれている泉の方へであった｡泉の底には新たに雇っ
た猟園番によって小石が敷かれ,氷のように冷たくて澄んだ水が湧き出していた｡そしてその泉とは,
…thestatusofashrine,dedicatedtothespiritoftheforest,asymbolofsex,lifeand
continuitywiththepast,…itwasaspotwhereLawrenceandhisschoolfriendshadspentmany
happyhours,andperhapsitwasforwhatitevokedoftheromanceofchildhoodthathe
regardeditastheholyofholiesoftheforest17).
なのであり,しばらくしてからコニーは立ち上がって帰りかけようとしていると,右手の方から槌の音
だろうかキツツキなのだろうか,木を叩くかすかな音が聞こえてきた｡その昔を辿りながらコニーが歩
いて行くと若い樵の林の中に小道があり,その小道をさらに曲りくねって進んで行 くと古い樫の木々に
囲まれた神秘的な小さな空き地と丸太造りの神秘的な小さな小屋 a`secretlittleclearing,andasecret
littlehutmadeofrusticpoles'(p.90)が目に入った｡人目を避けた閑かなその場所で猟園番が経の雛を
育てるための烏龍を作っていたのである｡年輪を重ねた樫の巨木に囲まれてのこの場所は,
Thegroundwasfairlyfreeofundergrowth,theanemonessprinkled,therewasabushor
two,elder,Orguelder-rose,andapurplishtangleofbramble:theoldrussetofbrackenalmost
vanishedundergreenanemoneruffs.Perhapsthiswasoneoftheunravishedplaces.Unravi-
shed∫Thewholeworldwasravished18).
すでにアネモネが咲き乱れて,ニワトコや,雪玉のようなテマリカンボクも咲いており,略奪も凌辱も
いまだかつてされたことのない処女地であった｡さらにその場所の片隅にひっそりと立っている小屋も
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また a`sortoflittlesanctuary'(p.91)であり,コニーがメラーズと出会ってから何度も何度も確かめ
あうようにLで性の交わりをなすことにより新しい生命を生み出し育もうとする神聖な場所にまで高め
られ象徴化されているのである｡デヴァ-シャル村の炭坑夫の息子だったメラーズは今や単なるゲイ
ム ･キーパー ｢猟園番｣などではなく,森の守護神パン19)にも等しいウッド･キーパー ｢森の守｣とな
り,そしてコニーは夫クリフォー ドに代表される頭だけの人間によって造り出された現代の物質文明に
は汚されも犯されもすることなく,命あふれる森の中でニンフ20)となって乱舞し,自然の象徴としての森
と一体化しようとする｡
Shewasgoneinherownsoftrapture,likeaforestsoughingwiththedim,gladmoanof
spring,movingintobud.Shecouldfeelinthesameworldwithhertheman,thenamelessman,
movingonbeautifulfeet,beautifulinthephalicmystery.Andinherself,inalherveins,she
felthimandhischild.Hischildwasinalherveins,likeatwilight‥‥Shewaslikeaforest,
likethedarkinterlacingoftheoakwood,humminginaudiblywithmyriadunfoldingbuds21).
Ⅱ
『チャタリー 夫人の恋人』に描かれたデヴァ-シャルは実はロレンスの生まれ故郷イーストウッドで
ある云々というよりもフィクションである以上,中部イングランド地方の何処にでも見られる英国文化
の伝統としての典型的な田舎町の姿を描いたものと解釈すべきである｡と同時にまた,
ItisfairlywidelyacceptedlocalythatLadyChaterley'sLoverissetinEastwoodwiththe
familiarLambcloseHouse,nowre-namedWragbyHal.Eastwoodpeoplerefertothegame-
keeper'scottageasoneofthehutsnowusedbywoodsmenontheestate22).
と述べられているように,イーストウッドを抜きにしてこの作品を考えることも出来ないのである｡現
在ではバースプレイス･ミュージアムとなっているヴィクトリア ･ストリー ト8Aのロレンスが生まれ
た家,Bottoms(谷底長屋)と呼ばれた2番目の炭坑会社の社宅,北に広がる眺めは最高だが冬には冷た
い北風をまともに受けるのでロレンス自身もBleakHouseなどと言った3番目のフラット,そして入口
には小さいながらも玄関の間があり西側には中庭もついており母リディアが最期を迎えることになった
4番目の家,これらを結ぶ案内線 B`lueLineTrail'が敷かれており,さらにそれぞれロレンスゆかりの
場所には緑の説明板 G`reenPlaque'も設置されており,まさに 『チャタリー 夫人の恋人』に描かれたテ
ヴァ-シャル (いやイーストウッド)をより鮮明に生き生きとして)アルなものにしてくれているので
ある｡
さらにまたラグビー ･ホールのモデルは炭坑主の館だったラム ･タロウス ･-ウスではなくて,マン
スフィールドのさらに北シェフイールドの近くにあるBarlborough Halであるとか,いやイーストウ
ッドの西ヒ-ノァ近くのShipleyHalであるとかの意見もあるが23),ロレンスはそのどちらをも頭の中
に思い浮かべながら,あくまで中部のイングランド地方での文化の殿堂としての中世よりの名残りの典
型的な領主の館 (ManorHouse)を描きたかったのである｡と同時にまた 『チャタリー 夫人の恋人』に
描き出されている背景は地形的にも地理的にもラム ･タロウス･-ウスとそれに続く-イ･パーク･ウ
ッド以外には有りえないのであって,特に "OnafrostymorningwithalittleFebruarysun,Chifford
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andConniewentforawalkacrosstheparktothewood‥="(p.44)で始まる第5章,そして樫の老
木に囲まれた空き地の片隅にある小屋の中でコニーとメラーズの初めての性の交わりがなされる第10章
を中心にしての冬から春-の森の自然の移り変わりの様子は,数キロに渡って現在に残る森の中の遊歩
道 P`ublicFootpath'の光景そのままに,また幼い時から何度も何度も訪れたことのある者でないと描け
ないほど見事に,コニーとメラーズが交わる場面に勝るとも劣らぬ筆致でもって描き出されているので
ある｡
無論のこと 『チャタリー 夫人の恋人』は ｢わいせつ｣という判決によって発禁処分を受けたPhallic
Novelであり,そのメイン･テーマはコニーとメラーズとのPhallicTendernessを描こうとしたもので
ある｡また別の表現をすれば,機械 ･産業文明に抗しての ｢女と男のユー トピア｣を追求したものでち
ある｡それに対して物語の背景をなす言わばサブ ･テーマとしてのロレンスの故郷,とりわけ生誕の地
イーストウッドとその東北部にわずかに残存する自然の森-イ･パーク･ウッドが作品の中でどのよう
に措かれまたどのような効果を発揮しているのかを論考することにより,英国文化の一端なりを掴み取
ろうと試みた次第である｡
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AnapproachtoEnglishculture:inthecaseofLawrence.Country
depictedinLaめ′Chaterley'SLover
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Abstract
SomeofthescenesofpredictiveinsightintothevicissitudesofEnglandwhentheheroineConnie
wentoutforadriveinChapterllarequatedhereasasubstitutefortheabstractofthispaper,"The
carplougheduphilthroughthelongsqualidstraggleofTevershall,… Andbetween,inbetween,
WerethetatteredremnantsoftheoldcoachingandcottageEngland,eventheEnglandofRobin
Hood,...England,myEnglandiButWh ichismyEngland?ThestatelyhomesofEnglandmake
goodphotographs,andcreatetheilusionsofaconnectionwiththeElizabethans.‥.Thisishistory.
OneEnglandblotsoutanother.Themineshadmadethehalswealthy.Nowtheywereblotting
them out,astheyhadalreadyblottedoutthecottages.TheindustrialEnglandblotsoutthe
agriculturalEngland. Onemeaningblotsoutanother. Thenew Englandblotsouttheold
England‥‥"
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